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INFORMATION インフォメーション



展示のご案内（本館）

新しく入った本

かにっ子タイム

リユース本払い下げ事業のご案内

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより
市立図書館本館（広見）� ☎� 5120
帷子分館� ☎� 8530
桜ケ丘分館� ☎� 3473

本館・分館共通
毎週月曜日、28日（金）休館日

本館　火～金　午前10時～午後7時
　　　土日祝　午前10時～午後5時
帷子・桜ケ丘分館　午前9時～午後5時

開館
時間

「読書週間特集　本屋大賞のすべて」展
（図書館）
期間　11月1日（土）～11月27日（木）
本屋大賞は、書店員の投票で決定する賞で、
今年で第11回目を迎えました。数々のベ
ストセラーを生んできた、2004年からの
本屋大賞を振り返ります。（読書週間は10
月27日～11月９日）

「後
ごさ い ぎ ょ う

妻業」黒
くろ か わ ひ ろ ゆ き

川博行 /著（文藝春秋）
「雲の上に住む人」関

せき つ ぐ ひ ろ

次廣 /著（静山社）
「世界が驚いた科学捜査事件簿」
� ナイジェル・マクレリー/著
� 沼

ぬ ま じ り

尻由
ゆ き こ

起子 /訳（河出書房新社）
「窓ぎわのトットちゃん　絵本１・２」
� 黒柳徹子/文　いわさきちひろ/絵（講談社）

「光と音のない世界で」
� 池田まき子/著（岩崎書店）
「じつはよるのほんだなは」
� 澤

さ わ の

野秋
あ き ふ み

文 /作（講談社）

　毎週土曜日午後２時から行います。
○11月29日（土）は、ストーリーテリン
グを行います。

場所　図書館本館3階　会議室
語り手　おはなしの泉
　ストーリーテリングは、耳からの読書で
す。絵本や紙芝居を使わず、お話を語ります。
ぜひ来てください！
○12月13日（土）は、かにっ子タイムク
リスマス特集です。

場所　図書館本館3階　会議室
上演　人形劇団パン
定員　親子50組（先着順）
申込開始　11月19日（水）
演目　「ジャックと豆の木」
　　　「トン吉くんとはりきりおばけ」
　今年も人形劇団パンがやってきます。楽
しい人形劇です。ぜひ来てくださいね！

　図書館が除籍した本を、リユース本とし
て市民の皆さんへ払い下げる事業です。
期日　11月１日（土）～２日（日）
時間　午前10時30分～午後４時
場所　図書館本館３階　学習室
※1人10冊までお持ち帰りいただけます。

市民・行政一体
型フェイスブック
「かにすき」

　イベントや子育て、おすすめス
ポットなど、市内の情報が満載‼
　可児の魅力をみんなで共有しま
せんか？
　下記QRコードを読み取る、も
しくは「かにすき　可児」で検索
して、今すぐアクセス‼

かにすき　可児 検索

放送
時刻

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。デジタ
ル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

【
一
般
書
】

記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

11/ １（土）～７（金）
可児を歩こう！可児を走ろう！
11/ ８（土）～ 14（金）
荒川豊蔵生誕 120周年記念企画展
11/15（土）~21（金）
好きなのはカニダー

11/22（土）~28（金）
簡単！山ごはんレシピ
みんなでわいわい！軽スポーツ
11/29（土）~12/5（金）
大萱古窯跡群調査速報

専用電話番号  ☎ 0574 � 1548
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24時間経過すると消去されます。

　あらかじめ登録した携帯電話な
どのメールアドレスに、災害や気
象に関する情報を配信します。

　市内各地の防災スピーカーを通じて緊急放送
を流します。　災害が発生した時、または災害が発生する恐れのある時

に、防災に関する情報を市民の皆さんにお知らせします。

☎

【
児
童
書
】

登録方法はコチラ

もう一度確認を！災害時の情報収集

●木曜日　11:20~
「可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」」（第２、４）
「可児市役所からこんにちは」（第１、３）
●月~金曜日　8：00~「おはよう可児市役所」
●毎週土曜日　10：00~「発見 ! 可児の魅力」

番
組
案
内

「防災無線」電話で確認サービス

防災無線

すぐメールかに

※桜ケ丘分館は11月2日（日）は休館し
ます。

【
児
童
書
】
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広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。


